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地震活動の活発化、膨張性の地殻変動が観測されている八甲田山について、これらの活動が静穏であっ

た時期の地殻変動を調査するため、陸域観測技術衛星「だいち」の PALSAR データを用いた合成開口レーダ

ー（SAR）干渉解析を実施した。本解析においては、南行軌道のパス 57 およびパス 58、北行軌道のパス 401

およびパス 402 において観測された PALSAR データを使用した。これらのデータはすべて HH 偏波で観測さ

れたものである。また、シーンセンターにおけるレーダー波の入射角は39度である。SAR干渉解析においては、

気象庁のメソ客観解析データを用いた大気遅延誤差軽減手法（小澤・清水，2010）を適用した。得られた SAR

干渉解析結果（第 1 図）においては、バックグラウンドのノイズレベルを超えるような有意な変化は検出されなか

った。より細かな地殻変動を検出するために、SAR 干渉解析結果にスタッキング解析を適用したが、その結果

においても、有意な変化は見られなかった（第 2 図）。 
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第 1 図 PALSAR データから得られた SAR 干渉画像。使用データの観測日および観測パスは、各画像の

上に示す。 

Fig. 1 SAR interferograms obtained from PALSAR data. Observation dates and paths are described above 

each figure. 

 

 

第 2 図 スタッキング解析による衛星‐地表間距離変化速度。コンターは 0.005m/yr 毎の等速度線を示す。 

Fig. 2 Slant-range change speed estimated by stacking analysis. Contour lines express the slant range change 

speed in 0.005m/yr intervals. 
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